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決算を認定

9
月
15
日
、
19
日
の
両
日
、
予
算
決
算
委
員
会
を
開
催

し
て
決
算
内
容
を
審
査
し
、
本
会
議
最
終
日
に
全
て
の

決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
76
号
令
和
4
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
ほ
か
4
件

令
和
4
年
度
決
算
を

認
定
し
ま
し
た

このようなことが決まりました
令和５年 第３回 定例会（8月31日～9月25日）

	 市長提出議案	 １５件

令和5年第3回定例会を8月31日から9月25日まで開催しました。
令和4年度決算認定を含む市長提出議案15件を、いずれも原案のとおり
同意・可決・認定しました。

▷関連4～7ページ
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令和４年度

※
会
計
検
査
院

国
会
・
内
閣
・
裁
判
所
か
ら
独
立
し
た
機
関
と
し
て
、
国
税
な

ど
が
適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
会
計
処
理
が
正
し
く
行

わ
れ
る
よ
う
に
監
督
す
る
と
こ
ろ
。

令
和
3
年
度
の
「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨

時
特
別
給
付
金
支
給
事
業
」
に
お
い
て
、
給
付
金
の
支

給
対
象
外
で
あ
る
租
税
条
約
の
対
象
者
お
よ
び
住
民
登

録
外
課
税
者
に
給
付
金
を
支
給
し
て
い
た
こ
と
が
会
計

検
査
院(

※)

か
ら
の
指
摘
に
よ
り
判
明
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
市
職
員
全
体
を
指
揮
す
る
立
場
に
あ
る

市
長
及
び
副
市
長
は
、
そ
の
責
任
を
重
く
受
け
止
め
、

10
月
分
の
給
料
お
よ
び
地
域
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
30
％
減

じ
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
81
号
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
の
減
額
に
関
す
る
条
例

議
案
第
73
号
非
核
・
平
和
都
市
宣
言

市
長
と
副
市
長
の
給
与
を

減
額
し
ま
す

非
核
・
平
和
都
市
宣
言
を

可
決
し
ま
し
た

将
来
に
わ
た
っ
て
平
和
で
豊
か
な
田
原
市
を
引
き
継
い

で
い
く
た
め
、
市
制
施
行
20
周
年
の
節
目
で
あ
る
本
年

度
、「
田
原
市
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
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会
計
事
務

問	

事
業
費
が
昨
年
比
マ
イ
ナ
ス
46
・
4
％

と
な
っ
た
理
由
は
。

答	

令
和
3
年
度
は
、
総
合
収
納
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
が
、
令
和
4
年
度
は
そ
の

運
用
費
の
み
と
な
っ
た
た
め
。

問	

以
前
の
歳
入
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
、
総
合

収
納
シ
ス
テ
ム
運
用
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答	

運
用
費
は
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
操
作

性
や
収
納
の
安
全
性
な
ど
、
正
確
か
つ

効
率
的
に
処
理
で
き
る
こ
と
。

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
事
業

問	

事
業
の
効
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

把
握
を
し
て
い
る
か
。

答	
ふ
る
さ
と
大
使
を
介
し
た
テ
レ
ビ
で
の

露
出
が
多
い
こ
と
や
、
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
件
数
が
、
今
年
に
か
け
て
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
は
、
事
業
を
継
続
し
て

き
た
一
定
の
効
果
が
次
第
に
現
れ
て
き

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

結
婚
支
援
事
業

問	

カ
ッ
プ
ル
成
立
数
は
、
令
和
2
年
度
は

ゼ
ロ
組
、
令
和
3
年
度
は
14
組
、
令
和

4
年
度
は
33
組
と
な
っ
て
い
る
。
令
和

4
年
度
に
効
果
を
出
せ
た
理
由
は
。

答	

令
和
4
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
婚
活

に
慣
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、
機
器
の
使

い
方
や
見
せ
方
、
話
し
方
な
ど
の
勉
強

会
を
開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
お
見

合
い
体
験
な
ど
も
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
て
も
出
会
い
の
機
会
を
提
供
で

き
、
感
染
の
不
安
な
ど
が
な
く
参
加
で

き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
効
果
が
出
せ
た
と
考
え
る
。

問	

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
婚
活
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
方
の
感
想
や
意
見
は
。

答	

「
初
め
て
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
婚
活
が
楽
し

か
っ
た
。」「
オ
ン
ラ
イ
ン
婚
活
の
経
験

が
で
き
て
良
か
っ
た
。」「
次
回
も
参
加

し
た
い
。」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

民生費
93億1,385万円

令和4年度決算を認定
歳入総額　320億1,440万円
歳出総額　306億8,144万円 市長は、翌年度予算を決める3月の定例会までに、

前年度の決算について議会の認定を受けなければなり
ません。
9月15日、19日の2日間にわたり開催された予算決
算委員会において決算内容を審査し、本会議最終日に
全ての決算を認定しました。

一般会計

　市の会計のうち、基礎的な経理を中心
とした会計です。
　令和４年度の予算は主に次のように使
われました。主なもののため、合計は一
致しません。（万円未満四捨五入）　

総務費
49億4,564万円

※万円未満四捨五入
歳入総額（A) 歳出総額（B) 差引額（A)−（B)

特
別
会
計

国民健康保険 77億8,739万円 76億258万円 1億8,481万円
後期高齢者医療 8億9,315万円 8億9,014万円 301万円

企
業
会
計

水道事業
収益的収支 12億3,278万円 11億7,313万円 5,965万円
資本的収支 2億7,006万円 4億9,582万円 ▲2億2,576万円

下水道事業
収益的収支 26億1,159万円 25億2,570万円 　8,589万円
資本的収支 6億1,682万円 11億5,397万円 ▲5億3,715万円

　水道および下水道事業会計（資本的収支）の不足分は、損益勘定留保資金などで補填されました。

特別会計・企業会計 一般会計と分けて経理する必要があるため、
事業別に分けられた会計です。
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不
法
投
棄
防
止
対
策
事
業

問	

不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
、
違
反
ご

み
の
回
収
業
務
の
実
施
回
数
は
、
令
和

3
年
度
の
週
3
回
か
ら
令
和
4
年
度
は

週
2
回
へ
と
減
っ
て
い
る
が
、
委
託
料

が
減
額
し
な
か
っ
た
要
因
は
。

答	

業
務
の
委
託
先
が
、
単
価
が
安
価
な
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
田
原
市
清

掃
事
業
協
同
組
合
へ
変
更
し
た
こ
と
が

要
因
。

問	

実
施
回
数
が
週
2
回
に
減
っ
た
が
、
不

法
投
棄
防
止
効
果
へ
の
影
響
は
。

答	

組
合
の
持
つ
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
で
効
率

的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ご
み
の
回
収
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
施
回
数
は

減
少
し
た
が
、
そ
れ
を
補
う
効
果
を
発

揮
し
て
お
り
、
不
法
投
棄
へ
の
影
響
は

な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

雇
用
推
進
事
業

問	

中
学
生
を
対
象
に
し
た
、
た
は
ら
企
業

フ
ェ
ア
の
取
り
組
み
の
効
果
は
。

答	

具
体
的
に
就
職
を
考
え
る
こ
と
に
な
る

中
学
生
に
対
し
、
市
内
企
業
の
魅
力
、

そ
の
仕
事
の
内
容
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

で
、
地
元
企
業
や
仕
事
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
け
た
。

問	

高
校
生
を
対
象
と
せ
ず
、
今
回
中
学
生

を
対
象
と
し
た
理
由
は
。

答	

高
校
で
は
、
生
徒
個
人
の
就
職
に
直
結

す
る
よ
う
な
具
体
的
な
企
業
説
明
会
を

実
施
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
中
学
校
で

行
わ
れ
て
い
る
職
場
体
験
と
組
み
合
わ

せ
て
市
内
企
業
の
魅
力
、
仕
事
内
容
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
た
め
、
中
学
生
を
対
象
と

し
た
。

農
業
経
営
活
性
化
事
業

問	

強
い
農
業
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金
を

令
和
5
年
度
へ
繰
り
越
し
て
い
る
。
令

和
4
年
度
中
に
一
部
交
付
し
た
も
の
も

あ
る
が
、
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

答	

対
象
事
業
は
、
市
内
3
か
所
に
あ
る
Ｊ

Ａ
の
花
き
集
出
荷
貯
蔵
施
設
を
2
拠
点

に
再
編
整
備
し
、
コ
ス
ト
の
低
減
、
販

売
力
の
強
化
を
図
る
も
の
。
予
定
さ
れ

て
い
た
事
業
の
う
ち
、
冷
蔵
設
備
に
関

す
る
工
事
は
、
年
度
内
に
完
了
し
た
た

め
、
部
分
払
い
と
し
て
支
払
っ
た
。
赤

羽
根
地
区
に
あ
る
フ
ラ
ワ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
増
設
工
事
と
内
部
設
備
に
関

す
る
工
事
は
年
内
に
完
了
せ
ず
、
令
和

5
年
度
へ
繰
り
越
し
た
。

教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

問	

教
育
相
談
事
業
の
取
り
組
み
内
容
は
。

答	

相
談
総
件
数
は
6
4
2
件
で
、
主
な
相

談
者
は
、
保
護
者
、
各
学
校
の
校
長
、

教
頭
。
相
談
内
容
は
、
不
登
校
や
家
庭

の
問
題
、
学
校
運
営
な
ど
。

	

保
護
者
か
ら
の
相
談
に
対
し
て
は
、
ま

ず
話
を
よ
く
聞
き
、
児
童
生
徒
と
の
接

し
方
や
学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
助
言

を
行
っ
た
。
校
長
、教
頭
に
対
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
助
言
を

行
っ
て
い
る
。

問	

取
り
組
ん
だ
成
果
は
。

答	

学
校
と
保
護
者
が
共
通
理
解
を
図
っ
た

上
で
児
童
生
徒
と
接
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
、
児
童
生
徒

が
学
校
に
通
う
日
数
が
増
え
た
ケ
ー

ス
、
別
室
登
校
の
児
童
生
徒
が
教
室
に

入
る
日
数
が
増
え
た
ケ
ー
ス
等
が
あ
っ

た
。

衛生費
32億4,059万円

労働費
2,165万円

農林水産業費
20億5,372万円

教育費
33億5,830万円
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議
案	

№
74

童
浦
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事

問	

ど
の
よ
う
な
施
設
機
能
が
あ
る
の
か
。

答	

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
2
面
が
取

れ
る
ほ
ど
の
ア
リ
ー
ナ
、
舞
台
、
ト
イ

レ
、
体
育
器
具
庫
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、

ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ
や
防
災
倉
庫
を
整

備
す
る
予
定
を
し
て
い
る
。

問	

屋
内
運
動
場
と
児
童
ク
ラ
ブ
の
建
物
の

構
造
は
、
子
ど
も
が
雨
に
ぬ
れ
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答	

構
造
上
は
2
・
5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ

て
い
る
が
、
建
物
は
屋
根
で
つ
な
が
っ

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
も
雨
に
ぬ
れ
ず

に
安
心
し
て
移
動
で
き
る
。

問	

外
構
附
帯
改
修
工
事
と
は
ど
の
よ
う
な

工
事
を
予
定
し
て
い
る
か
。

答	

排
水
設
備
や
駐
車
場
、
ロ
ー
タ
リ
ー
、

植
栽
等
の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

（
9
／
7	

文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案	

№
72

蓄
電
池
設
備
規
制
見
直
し

問	

規
制
が
見
直
さ
れ
た
背
景
は
。

答	

現
行
の
規
制
は
鉛
蓄
電
池
設
備
を
主
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
蓄
電
池
の
普
及
に
伴
い
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
に
も
適
合
し
た
規

制
に
見
直
す
も
の
。

問	

現
行
の
規
制
に
適
合
し
て
い
る
開
放
形

鉛
蓄
電
池
や
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
式
の
蓄
電

池
は
、
改
正
後
に
使
用
が
で
き
な
く
な

る
の
か
。

答	

耐
酸
性
の
措
置
に
関
す
る
規
制
に
つ
い

て
は
、
開
放
形
鉛
蓄
電
池
以
外
の
蓄
電

池
は
耐
酸
性
の
床
上
ま
た
は
台
上
へ
の

設
置
が
不
要
と
な
る
。
ま
た
、
屋
外
に

設
け
る
蓄
電
池
設
備
と
建
物
と
の
離
隔

距
離
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て
は
、
離

隔
距
離
が
不
要
と
な
る
要
件
と
し
て
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
式
の
蓄
電
池
に
加
え
、

延
焼
防
止
措
置
が
取
ら
れ
た
蓄
電
池
が

追
加
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
現
行
規
制

に
適
合
し
て
い
る
開
放
形
鉛
蓄
電
池
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
式
の
蓄
電
池
は
継
続
し

て
使
用
可
能
で
あ
る
。

（
9
／
7	

総
務
産
業
委
員
会
）

議
案	

№
75

令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
）

子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
費
補
助

金
返
還

問	

誤
支
給
が
令
和
3
年
度
分
と
の
こ
と
だ

が
、
補
助
金
返
還
ま
で
に
時
間
を
要
し

た
理
由
は
。

答	

最
終
的
な
実
績
報
告
が
令
和
5
年
4
月

に
行
わ
れ
、
全
国
的
に
事
業
内
容
が
確

認
さ
れ
る
中
、
国
に
よ
り
把
握
さ
れ
、

修
正
確
認
が
7
月
に
さ
れ
た
た
め
。

問	

給
付
金
の
具
体
的
な
回
収
方
法
は
。

答	

返
還
を
お
願
い
す
る
文
書
を
発
送
後
、

個
別
訪
問
を
し
て
返
還
を
依
頼
し
て
い

く
予
定
。
国
内
に
い
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
返
還
依
頼
を
通
知
す
る
な
ど
可
能

な
限
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
返
還
を

お
願
い
し
て
い
く
。

問	

今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
再
発
防
止

を
図
る
の
か
。

答	

組
織
全
体
で
制
度
内
容
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
複
数
の
職
員
で
確
認
を
行
う

な
ど
基
本
的
な
事
務
作
業
工
程
を
確
実

に
行
う
こ
と
や
、
事
務
作
業
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
な
ど
、
誰
も
が

処
理
内
容
を
確
認
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
再
発
防
止
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

▪
令
和
5
年
第
3
回
定
例
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

68
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
髙
崎
　
佐
智
江
　
氏
）

69
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

70
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

71
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

72
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

73
非
核
・
平
和
都
市
宣
言

74
童
浦
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
請
負

契
約

令
和
5
年
度
補
正
予
算

75
一
般
会
計
（
第
5
号
）

令
和
4
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定

76
一
般
会
計

77
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

78
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

79
水
道
事
業
会
計

80
下
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算

認
定

▪
追
加
議
案

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

81
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
の
減
額
に
関
す

る
条
例

令
和
5
年
度
補
正
予
算

82
一
般
会
計
（
第
6
号
）

※
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議案に対する
委員会・本会議での
議員の質疑・意見です

主な質疑
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旧
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
分
館
解
体

問	
解
体
工
事
の
予
定
範
囲
は
。

答	
建
物
の
解
体
、
遊
具
等
の
撤
去
、
砕
石

舗
装
を
予
定
し
て
い
る
。

問	

解
体
と
し
た
理
由
は
。

答	

地
域
か
ら
多
目
的
に
使
用
で
き
る
広
場

や
行
事
の
際
の
駐
車
場
と
し
て
使
用
し

た
い
と
話
を
い
た
だ
い
た
た
め
。

渥
美
病
院
運
営
支
援

問	

こ
の
時
期
に
予
算
計
上
す
る
理
由
は
。

答	

こ
れ
ま
で
産
婦
人
科
医
は
2
名
体
制
で

分
娩
を
実
施
し
て
き
た
が
、
医
師
の
定

年
退
職
等
に
伴
い
、
今
年
度
中
の
新
規

患
者
の
受
け
入
れ
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
判
明
し
、
人
材
確
保
に
奔
走
し
た
と

こ
ろ
、
本
年
6
月
か
ら
勤
務
可
能
な
医

師
1
名
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
産

科
継
続
の
目
途
が
立
っ
た
た
め
。

問	

な
ぜ
こ
の
時
期
に
周
産
期
医
療
機
器
の

更
新
を
す
る
の
か
。

答	

取
得
後
10
年
以
上
経
過
し
、
必
要
な
部

品
の
生
産
が
終
了
し
て
い
る
も
の
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
安
心
・
安
全
な
分
娩

体
制
を
提
供
す
る
た
め
、
エ
コ
ー
な
ど

を
中
心
に
更
新
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
。

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向

け
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
可
能
性
調
査

問	

補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
た
理
由
は
。

答	

4
月
に
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

結
果
を
公
表
し
、
民
間
資
本
導
入
の
可

能
性
が
見
込
め
る
事
業
者
提
案
が
得
ら

れ
た
た
め
、
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、
早
期

に
事
業
化
検
討
の
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
。

問	

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
方
式
の
可
能
性
を
調
査
す

る
業
務
か
。

答	

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
結
果

で
は
、
最
有
益
な
事
業
方
式
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
方
式
だ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
想
定

し
て
実
現
の
可
能
性
を
調
査
し
て
い

く
。
調
査
の
進
展
に
よ
り
、
他
の
事
業

方
式
が
効
果
的
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ

の
他
の
方
式
で
の
取
り
組
み
方
法
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事

問	

こ
の
補
正
予
算
で
工
事
す
る
理
由
は
。

答	

燃
料
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
電
気
料

が
上
昇
し
て
お
り
、
早
期
に
電
気
料
の

削
減
を
図
る
た
め
。

渥
美
図
書
館
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事

問	

工
事
の
内
容
は
。

答	

閲
覧
室
や
書
庫
等
、
建
物
全
体
の
照
明

器
具
4
7
0
台
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
替
え

る
工
事
。
工
事
期
間
は
5
カ
月
間
を
予

定
し
て
い
る
。

問	

工
事
期
間
中
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
。

答	

部
分
的
な
閉
鎖
に
と
ど
め
、
影
響
が
極

力
出
な
い
よ
う
に
進
め
る
予
定
。

渥
美
運
動
公
園
屋
内
運
動
場
雨
漏
り
改
修
工

事問	

改
修
工
事
の
内
容
は
。

答	

体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
と
武
道
場
に
あ
る

明
か
り
取
り
用
の
窓
の
天
井
部
分
を
新

た
に
ウ
レ
タ
ン
防
水
塗
装
を
施
し
、
防

水
機
能
を
高
め
る
も
の
。

（
9
／
8
予
算
決
算
委
員
会
）

議
案	

№
82

令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
6
号
）

6
月
2
日
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
業

者
へ
補
助

問	

農
業
用
機
械
の
修
繕
費
等
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、
対
象
経
費
の
5
分
の
1
と
し

た
根
拠
は
。

答	
農
機
具
共
済
等
は
被
害
額
の
約
8
割
を

補
填
し
、
残
り
の
約
2
割
が
自
己
負
担

と
な
る
も
の
が
一
般
的
。
交
付
要
件
が

農
機
具
共
済
等
の
加
入
の
た
め
、
加
入

者
に
自
己
負
担
額
が
生
じ
な
い
支
援
と

し
た
。

問	

迅
速
な
対
応
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
被

害
確
認
は
ど
う
や
っ
て
行
う
の
か
。

答	

被
害
に
対
す
る
修
繕
や
購
入
等
の
分
か

る
資
料
の
添
付
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

る
が
、
詳
細
は
県
が
補
助
金
要
綱
で
定

め
る
予
定
。

築
出
住
宅
屋
上
防
水
改
修
工
事

問	

被
害
状
況
は
。

答	

台
風
7
号
の
影
響
に
よ
り
、
住
宅
の
屋

上
全
体
で
防
水
シ
ー
ト
に
浮
き
が
生

じ
、
断
熱
材
が
め
く
れ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。

問	

入
居
者
へ
の
被
害
は
。

答	

住
宅
内
の
雨
漏
り
は
発
生
し
て
い
な

い
。
断
熱
材
の
一
部
が
隣
地
に
飛
散
し

た
が
、
被
害
は
な
か
っ
た
。

（
9
／
25
予
算
決
算
委
員
会
）

▽
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

他
1
件

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、

全
て
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

※
陳
情
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
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動画へ
GO

問 	 ワクチン接種の勧奨差し控えの影響を受けた対象
者も、3年間限定で接種ができるが、期限を過ぎ
ると自己負担となる。期間内の接種率が向上する
には、どの様に考えるか。

答 	 再度個別通知での情報提供や各種健診会場におい
て啓発をする。また、田原市健康宣言事業所の登
録企業へも周知協力をお願いする。

問 	 令和2年から男性もワクチン接種が可能となった。
男性のＨＰＶに関するがん予防効果や、パート
ナーへの感染防止、集
団免疫を獲得するため
に接種の意義は高いと
言われている。費用は
自己負担だが、男性の
接種の認識と考え方は。

答 	 有効性は認識している
ため、国や他自治体の
動向を注視し研究して
いく。

子宮頸がん予防対策の取組について

問 	 高齢者や外国人など、読むのが苦手な方に対し、
音声コード版の広報誌を作成する考えは。

答 	 現時点では、対応できる文字数に限りがある音声
コードの導入は予定していないが、デジタル技術
の進展を注視し検討していきたい。

問 	 音声コードを活用して各種公的通知を作成し、視
覚に障害のある方、高齢者や外国人にも分かりや
すい情報提供を行うことが必要だと思うが、各部
署で音声コードを活用した取り組みを進めていく
考えは。

答 	 音声コードの活用は、有効な情報提供の手法の一
つと認識している。活用方法や必要性について、
他市の実施状況なども参考に検討していく。

音声コードの必要性について

個別通知による情報提供や啓発を行う

ＨＰＶ(※)ワクチンの接種率が
向上するための考えは

公明党田原市議団
辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human	papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

ここが聞きたい

一般質問
　一般質問とは、議員が自身の考えや市民の皆さんの声をもとに
市の行財政全般について方針や執行状況などを質問することです。



9

ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第91号（2023年11月）

問 	 本市は、三河湾国定公園と渥美半島県立自然公園
の区域が市の9割ほどを占めている。令和3年の自
然公園法の改正では、自然公園を保護しつつ活用
することで地域資源としての価値を高めることと
された。

	 豊富な自然資源を持ち、従来から自然環境資源の
有効活用に着目してきた本市にとってまさに追い
風であり、自然資源の更なる有効活用を着実に進
めていく必要があると考えるが、その取り組みに
ついて市の考えは。

答 	 本市では、自然公園法の改正以前から、観光体験
博覧会「たはら巡り～な」にて自然を楽しむ体験
プログラムや、広域的な取り組みとして「ＧＯＧ
Ｏ三河湾協議会」による三河湾国定公園を活用し
た観光ツアーの開催などが行われている。自然体
験活動促進の取り組みは、地域が主体となり、地
域全体の活性化につながる保護と利用の好循環を
目指すものであると考える。そのため行政、渥美
半島観光ビューロー、自然体験活動を提供する各
事業者、環境活動団体、関係機関等が連携を図り
共通認識を持ち、地域が一体となって進めていく
ことが重要と考える。

問 	 地域に新たな協議会を設置し、自然公園法の改正
で新たに創設された自然体験活動促進計画の認定
制度を活用すべきと考えるが、市の考えは。

答 	 自然公園法の改正を契機に、自然体験活動の実施
事業者や実施予定事業者を中心に、多様な関係者
と連携を深め、具体的な取り組みについて話し合
うなど、気運の醸成に応じて活用を検討していき
たいと考える。

自然公園の利活用について

気運の醸成に応じて検討していきたい

自然体験活動促進計画の認定制度の活用は

動画へ
GO

一般質問

自由民主党田原市議団
真

ま

野
の

  尚
ひさ

功
かつ

P 8 辻
つじ

　史
ふみ

子
こ

子宮頸がん予防対策の取組について
音声コードの必要性について

P 9 真
ま

野
の

　尚
ひさ

功
かつ

自然公園の利活用について

P 10 山
やま

上
かみ

　勝
かつ

由
よし

大雨時の安全対策について

P 10 柳
やなぎもと

元　浩
ひろ

幸
ゆき

カーボンニュートラル実現に向けた取組について

P 11 内
ない

藤
とう

喜
き

久
く

枝
え

マイナンバーカードと健康保険証の一体化について

P 12 小
お

川
がわ

　貴
たか

夫
お

渥美半島の活性化について

P 12 小
お

川
がわ

　金
きん

一
いち

産業振興施策について

P 13 岡
おか

本
もと

　重
しげ

明
あき

まちづくりについて
市が出資した団体の財務管理について
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動画へ
GO

動画へ
GO

問 	 大雨時における災害対策本部の体制は。
答 	 大雨警報や洪水警報など本市に一つ以上の警報が
発表された際には、第1非常配備連絡体制として、
本部員をはじめ、各課の非常連絡員、排水機要員、
配水ポンプ要員、消防本部などが非常配備に就く。
状況が悪化し、本市に災害が発生する恐れがある
場合、あるいは、災害が発生した場合には、第1
非常配備警戒体制とし、管理職以上の職員や各施
設長など増員を図る。さらに、被害の状況、規模
に応じ、第2、第3非常配備体制へと強化を図って
いく。

問 	 6月2日の小中学校における休校等の対応は。
答 	 6月1日に教育委員会から、各学校の危機管理マ
ニュアルに基づき、6月2日の登下校について対応
を検討するよう指示をした。6月2日の各学校の対
応は、給食後の一斉下校4校、給食後保護者引き
渡し11校、通常授業後の一斉下校6校、通常授業
後の保護者引き渡し1校で、一斉下校は、全学校
で教員が児童生徒に付き添った。

問 	 大雨において、新たな課題が確認されたと思うが、
その課題に対し、今後どう取り組んでいくのか。

答 	 休校や下校等の判断基準について、警戒レベル3
で高齢者等避難が発令された場合や警戒レベル4
で避難指示が発令された場合には、臨時休校や引
き渡し下校、安全確保のために学校に留め置く等
の対応を取ることとし、各学校が連携を取りなが
ら対応できるよう進める。また、引き渡し方法に
ついては、訓練を実施し評価することで、より実
効性のある危機管理マニュアルとなるように改訂
を重ね、児童生徒の安全確保に万全を期していく。
引き続き、災害対策本部、各学校、保護者が連携し、
迅速かつ適切な対応が取れる体制強化に取り組
む。

大雨時の安全対策について

迅速かつ適切な対応が取れる体制強化に取り組む

大雨における今後の取り組みは

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て

問	

本
市
で
は
、
2
0
5
0
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
中
間
目
標
年
度
で
あ
る

2
0
3
0
年
度
へ
向
け
、
中
間
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答	

産
業
部
門
や
業
務
そ
の
他
部
門
、
家
庭
部
門
、
運
輸
部
門
の
各

部
門
に
お
い
て
、
ま
ず
は
徹
底
し
た
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、

C
O
2
の
削
減
を
目
指
し
て
い
く
。
行
政
が
率
先
し
て
脱
炭
素
に

取
り
組
む
な
ど
牽
引
役
と
な
り
、
市
民
や
事
業
者
等
を
巻
き
込

み
な
が
ら
地
域
全
体
の
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

問	

公
共
施
設
に
お
け
る
脱
炭
素
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

答	

田
原
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
事
務
事
業
編
）に
基
づ
き
、

施
設
の
改
修
や
更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
高
効
率

の
機
器
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
す
る
ほ
か
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
車(

※)

の
導
入
等
も
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
避
難
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
の

導
入
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
る
。

山
やま

上
かみ

  勝
かつ

由
よし

自由民主党田原市議団

ま
ず
は
徹
底
し
た
省
エ
ネ
に
取
り
組
む

中
間
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

取
り
組
み
は 柳

やなぎ

元
もと

  浩
ひろ

幸
ゆき

市民クラブ
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問 	 国は、令和6年度秋に国民健康保険証の廃止を目
指す方針を発表したが、市はどのような対応をし
ていくのか。

答 	 マイナンバーカードと健康保険証をひも付けした
「マイナ保険証」は、本人の受診情報等に基づいた、
より適切な医療を受けることが可能になること、
就職や転職、引っ越しをしてもマイナンバーカー
ドを保険証として続けて使用できること、市役所
窓口で手続きをしなくても、高額療養費の自己負
担分を超える支払いが不要になることなどメリッ
トがあることから、マイナンバーカードの普及に
努め、健康保険証とのひも付けをしていただくよ
う引き続き働きかけていく。マイナンバーカード
を持っていない方やひも付けしていない方に対し
ては、資格確認書を交付していく。

問 	 マイナンバーカードと健康保険証をひも付けして
いるか分からない人はどうしたらよいか。

答 	 まずは自分で、スマートフォンからマイナポータ
ルのアプリを利用して確認していただくが、確認
が難しい方は、市役所市民課の窓口などにマイナ

ンバーカードを持ってくることで確認できる。

問 	 医療機関の窓口で読み取り機の不具合などにより
保険証情報が確認できない場合は。

答 	 マイナポータル画面で資格確認ができない場合
は、医療機関の窓口にある書類に記入することで
受診できるとされている。

問 	 マイナ保険証について、市民も不安に思っている
ことが多いが、どこに相談すればよいのか、また、
市民への周知はどのように行うのか。

答 	 市役所市民課や保険年金課に相談いただければと
思う。周知については、国の動きに合わせ適切に
周知啓発をし
ていきたい。

マイナンバーカードと健康保険証の一体化について

マイナンバーカードを持っていない人には、資格確認書を
交付する

国民健康保険証の廃止への対応は

問	

ど
の
よ
う
に
市
民
や
事
業
者
を
巻
き
込
ん
で
い
く
の
か
。

答	

エ
コ
フ
ェ
ス
タ
や
親
子
で
学
ぶ
エ
コ
チ
ャ
レ
検
定
の
開
催
、
エ

コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

募
集
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
は
広
報
た

は
ら
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
連
載
や
児
童

ク
ラ
ブ
等
で
の
出
前
教
室
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
事
業
者
向
け

の
中
小
企
業
脱
炭
素
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
て
い
る
。
市
民
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
た
め
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業
費
補
助
金
制
度
を
創
設
し
、
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

動画へ
GO

内
ない

藤
とう

  喜
き

久
く

枝
え

自由民主党田原市議団

※
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車

走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
ガ
ス
を
出
さ
な
い
車
の
こ
と
。
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動画へ
GO

動画へ
GO

産
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

問	

田
原
市
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
が
行
っ
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
創
出
の
た
め
の
調
査
・
分
析
の
活
用
に
つ
い
て
、
議
論
、

検
討
が
な
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
な
い
が
、
ど
う
か
。

答	

担
当
部
署
で
情
報
共
有
し
、
新
規
事
業
を
考
え
る
た
め
の
参
考

資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
実
施
検
討
を
進
め
て
い
く
事
業

に
つ
い
て
は
、
田
原
創
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
な
ど
で
、

事
業
実
施
の
必
要
性
や
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問	

公
益
社
団
法
人
東
三
河
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
花
き
産

業
活
性
化
の
た
め
の
基
礎
調
査
に
つ
い
て
、
施
策
に
十
分
生
か

し
た
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答	

提
案
さ
れ
た
全
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
短
期
間
で
行
う
こ
と

は
困
難
な
た
め
、
内
容
を
検
証
し
、
有
効
性
や
実
現
性
の
高
い

も
の
か
ら
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

渥美半島の活性化について

地域を取り巻く現況について整理していく

伊良湖地域の地域特性等を整理するとあるが

問 	 地区計画策定によって、市街化調整区域の住宅開
発ができると思うが、検討する考えは。

答 	 地域の意向や土地利用状況等を踏まえて、実現性
を考えていく必要があると考える。

問 	 渥美支所の下辺りの古田地区の住宅供給の検討状
況は。

答 	 整備手法について県と調整を行っており、課題整
理をしている。

問 	 在留資格が「特定
技能」の外国人の
市営住宅への入居
の考え方として、
目的外使用となる
が地域のニーズに応じた地域対応型で市営住宅の
空室を活用する考えは。

答 	 市営住宅供給の在り方のほか、受け入れ機関等に
よる需要や空き家、民間集合住宅の供給状況を踏
まえ判断していくべきと考える。

問 	 伊良湖地域基本構想策定業務の仕様書の中に、伊
良湖地域全体について現状や地域特性等を整理す
るとあるが。

答 	 田原市総合計画や伊良湖地区まちづくり推進計画
などの既存の計画を踏まえて、本市及び伊良湖地
域の特性や観光を取り巻く現況について整理をし
ていく。

問 	 道の駅伊良湖クリスタルポルト周辺エリアの整備
に向けた課題分析には、廃屋問題は含まれるのか。

答 	 本市においても観光地としての問題であると認識
している。また、伊良湖地区コミュニティ協議会
が作成した伊良湖地区まちづくり推進計画にも廃
屋に関する記事があるため、廃屋問題も含めて整
理するものと考えている。

問 	 道の駅伊良湖クリスタルポルトに防災拠点機能や
交通結節機能など幅広い視点から検討するとある
が。

答 	 基本的な考え方や方向性を整理していく中で、防
災機能についても整理していく。

小
お

川
がわ

  貴
たか

夫
お

自由民主党田原市議団

関
係
者
と
連
携
し
、
参
加
の
検
討
や
準
備
を

し
て
い
き
た
い

国
際
園
芸
博
覧
会
に

ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
つ
の
か

自由民主党田原市議団
小

お

川
がわ

  金
きん

一
いち
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問	

2
0
2
7
年
3
月
に
横
浜
で
国
際
園
芸
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る

計
画
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
捉
え
て
、「
花
と
い
え
ば
田

原
市
」
と
一
般
の
方
が
連
想
す
る
く
ら
い
の
認
知
度
を
向
上
さ

せ
る
べ
き
施
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

関
わ
り
を
持
つ
の
か
。

答	

田
原
市
の
花
き
の
魅
力
を
国
内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
絶

好
の
機
会
で
あ
る
と
考
え
る
。
博
覧
会
の
情
報
収
集
に
努
め
、

生
産
者
や
花
き
関
係
者
と
連
携
し
て
、
参
加
に
向
け
て
の
検
討

や
準
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

まちづくりについて

直営店舗の売り上げなどで収益を上げている会社と認識

指定管理業務で収益を上げる会社と見えるが

問 	 高齢者・障害者向け市営住宅の整備の意向は。
答 	 具体的な整備予定はない。将来的な住宅需要や民
間事業者の供給動向を踏まえた上で考えていく。

問 	 シルバーハウジングでは、9名が入居待ちだが、
最も長い待機者の入居申し込みはいつなのか。

答 	 福祉の里住宅に申し込まれた方で、平成23年。

問 	 高齢者や障害者等が生活利便性の高い地域で暮ら
せる環境整備についての考えは。

答 	 需要を踏まえた上で、市街化区域内に設定した居
住誘導区域に民間等さまざまな手法により住環境
を整備・誘導していくことが大切と考える。

市が出資した団体の財務管理について
問 	 株式会社あつまるタウン田原の株式価値をどのよ
うに把握し、財務管理を行っているのか。

答 	 算出には一定の事務コストが必要なため、株式の
評価までは行っていない。市と協働でまちづくり
に取り組む会社で、市として経営に参画し、経営

状況を把握することで、財務管理は足りていると
考える。

問 	 株式会社あつまるタウン田原は、純資産3億6,000
万円を持っているが、単純に発行株数で割ると一
株当たり18万円となる。5万円が18万円に関して
評価するのが最低でも必要だと思うが。

答 	 今のところ株式の評価までは行っていない。

問 	 株式会社あつまるタウン田原は、指定管理業務で
収益を上げる会社と見ることができるが。

答 	 所有する建物のテナント収入やセントファーレ内
の直営店舗の売り上げなどで着実に収益を上げて
いる会社と認識している。

問 	 指定管理が主な収益源である事業形態であれば、税
を別会社にストックさせるという構造に見えるが。

答 	 独自事業により利益を上げている会社である。利
益を配当することも可能だが、将来に向けてまち
づくりを進めるために内部留保の形を取ってい
る。税を別会社にストックさせる構造とは考えて
いない。

動画へ
GO

岡
おか

本
もと

  重
しげ

明
あき

青嵐会



自分の暮らすまちの

課題について改めて

深く考えることができ

て良かった。

今まで出会えなかった同
じ問題意識を持つ方々
と話せて楽しかった。

議員を身近に感じまし
た。自由に話し合えて
良かったです。

ご 

意 

見

感想

プールを作るのならば
地域の活性化ができ、
若者の働く場所も提供
できるように。

市民みんなが環境につ
いて関心を持っていく
にはどうしたらいいか。

廃校になった体育館や校舎を子どもが運動できる場所や子育て世帯が集まれる場所にしてはどうか。

まちづくりにつながる農業
大

学ができればいいな。田舎
に

よくある閉鎖性が若者が
入っ

てきて変わるのでは。

地域に住んでいる
人が生きが

いを持って楽しく
生きていけ

るような社会を若
者中心に盛

り上げていけたら
いい。

今後も、開催していく予定です。お気軽にご参加ください！

14田原市議会だより 第91号（2023年11月）

　8月19日（土）渥美図書館で、田原のまちの気になること、田原の未来のために提案したいことなど、意見
交換を行いました。いただいたご意見は議員全員で共有し、政策提案等の検討材料としていきます。

in 渥美図書館
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開催します

⃝野田市民館
　令和5年11月9日（木）19：00から
　意見交換会テーマ	 ・少子化が進む中の学校の統廃合について
	 ・農業について

⃝和地市民館
　令和5年11月10日（金）19：00から
　意見交換会テーマ	 ・海岸浸食防止対策について
	 ・災害時の避難場所について
	 ・アイアンマンレースについて

⃝童浦市民館
　令和5年11月13日（月）19：00から　
　意見交換会テーマ	 ・こども園と小学校について
	 ・地域の将来像について
	 ・地域の生活利便性について

令和5年第3回定例会の議会報告会及び各会場のテーマごとに意見交換会を行います。
事前申し込みは不要です。お近くの会場に直接お出かけください。

■実施方法：	初めに議会報告を行います。その後、グループに分かれて、テーマについて
意見交換を行います。

　皆さんはどのような議員がいて、どのように活動しているか知っていますか？議会・議員の活動を知っ
ていただくために、市内図書館で「写真でみる田原市議会」を開催いたします。「議会の活動」を記録
した写真や、各議員の「市内で好きな場所」や「おすすめの本」などを記載した「議員プロフィールカー
ド」を展示します。おすすめの本については、実際に手に取って見ていただくこともできます。ぜひ図
書館へお越しください。

田原市議会・議員の活動を紹介する
「写真でみる田原市議会」を開催します！

開催時期
⃝中央図書館
　令和5年10月14日（土）～令和5年11月9日（木）
⃝渥美図書館
　令和5年11月11日（土）～令和5年12月7日（木）
⃝赤羽根図書館
　令和5年12月9日（土）～令和6年1月11日（木）
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行政視察報告

広報広聴委員会
（7月26日～27日）

行政視察報告

総務産業委員会
（7月11日～13日）

【視察テーマ・視察先】
・	「商業の活性化及びまちの賑わいづくりについて」
	（栃木県鹿沼市　株式会社DANNAVISION）
・	「まちへの愛着創出と魅力向上に繋がる「&green」
の取り組みについて」（埼玉県北本市）

・	「地元若手有志による中心市街地活性化に向けた
取り組みについて」
　（埼玉県北本市　合同会社暮らしの編集室）
・「朝日里山ファームの取り組みについて」
　（茨城県石岡市）

【視察テーマ・視察先】
・	「意見交換会について」（滋賀県長浜市）
・	「議会報告会について」（滋賀県彦根市）

【参考になった点・所感】
・	意見交換会を開催する目的を確認した上で、ワー
ルドカフェ方式で実施している。テーマを決め、
関係する方に参加してもらうことで、意見が出や
すく、話しやすい工夫をしている。（長浜市）

・	ワークショップ形式、ワールドカフェ方式、オン
ライン報告会などさまざまな広聴の形を模索し、
実施している。シールアンケートは、大勢が行き
来する場で、有効な取り組みである。（彦根市）

【参考になった点・所感】
・	空き家を利用して開業するスキームを事業化する
ことで、まちの賑わい創出に取り組んでいる。
	（株式会社DANNAVISION）
・	市民参加型の屋外仮設マーケット等の取り組みを
実施することで、まちへの愛着を定量的に測る
mGAPが向上している。（北本市）

・	企業や行政が参加する「北本団地活性化プロジェ
クト」を推進することで、シャッター街と化して
いた北本団地に創業者を呼び込んでいる。
	（合同会社暮らしの編集室）
・	朝日里山ファームは独立を目指す農業者の育成を
行っており、卒業生は石岡市に移住し就農している。
	（石岡市）
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パソコン・スマートフォン・タブレット端末で本会
議（一般質問）の映像を見ることができます。

①下のQRコードかアドレス
からアクセス
②視聴したい定例会、日程、
議員を選択

利用方法

　議会ホームページで本会議（一般質問）の
映像を見ることができます

お知らせ　information

11/26 27 28 29 30 12/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

開会時刻は１０時です。（12月７日の総務産業委員会のみ１３時３０分）
※日程および時間は、変更になる場合があります。
マークの日に、一般質問の映像をケーブルテレビ・イン

ターネットで中継していますので、ぜひご覧ください。
本会議・委員会は、誰でも傍聴できます。

令和 5年第４回定例会（12月定例会）会期
11月 30日 (木 )～ 12月 14日 (木 )

本会議
(議案審議)

本会議
(一般質問)

文教厚生委員会
総務産業委員会

予算決算委員会

議会運営委員会 本会議
(採決等)

秋分の日

日 月 火 水 木 金 土

9月11日～13日
行政評価勉強会

令和4年度に実施した市の事業の成果や、
令和5年度以降の課題解決に向けた方針に
ついて勉強会を開催しました。

8月5日
愛知県消防操法大会

9月9日・10日
2023トライアスロン伊良湖大会

議長をはじめ議員が出席し、大会に参加し
た福江分団の日頃の訓練の成果をねぎら
いました。

開会式での激励に続き、大会当日は選手に
声援を送りました。また、表彰式では議長
が上位入賞者の健闘をたたえました。

7月13日
文教厚生委員会市内視察

高松町の「爺ちゃん婆ちゃん喫茶」を訪問
し、参加者とお話をしたり、サロンの現状
を伺いました。

議
会
の
活
動

議
会
の
活
動

8月7日
総務産業委員会勉強会・市外視察

就農促進に向けた取り組みの勉強会、次世
代の農業経営者を育成する農業研修とし
て豊橋市の㓛農支援会を視察しました。

8月26日
田原市総合防災訓練

総合防災訓練に参加し、訓練を見学したほ
か、展示・体験ブースで実際に体験もしま
した。
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※財源確保のため、有料広告として掲載しています。広告については、田原市議会が推奨するものではありません。

パートさん
しその葉の摘み取り作業

しその葉の結束・パック詰め

（応募）まずはお気軽にお電話ください。

内職さん
募
集

TEL 0531-37-0447
（有）前田園芸 田原市江比間町二字郷中45

自宅：TEL0531-37-0447

パートさん
内職さん

18

神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
の
皆
さ
ん

Vol.39

｜
｜

4
年
ぶ
り
に
夏
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
ね
。

　
4
年
前
の
引
き
継
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
皆
さ
ん
が
手
探
り
で
、
一

生
懸
命
に
企
画
を
し
て
、
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
進
め
ま
し
た
。

夏
祭
り
は
、
参
加
さ
れ
る
方
が
昔
と
違
う
と
感
じ
な
が
ら
も
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
中
で
も
子
ど
も
が
結
構
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
昔
は
地
区
対
抗
の
要
素

が
強
か
っ
た
で
す
が
、
今
は
各
地
区
の
交
流
や
親
睦
が
目
的
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
事
も
あ
り
、
知

ら
な
い
人
が
準
備
し
た
り
参
加
し
た
り
と
面
白
い
現
象
が
起
き

ま
し
た
。

｜
｜

地
域
の
皆
さ
ん
の
反
応
は
。

　
参
加
さ
れ
た
方
は
、
結
構
楽

し
ま
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

目
的
が
地
域
の
交
流
や
親
睦
な

の
で
、
今
後
も
参
加
さ
れ
た
方

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
や
り

方
や
進
め
方
を
考
え
、
参
加
者

を
増
や
し
て
継
続
し
て
い
き
た

い
で
す
。
人
と
人
の
つ
な
が
り

が
広
が
っ
て
い
く
と
い
い
と
思

い
ま
す
。

｜
｜

今
後
は
ど
の
よ
う
な
地
域
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

　
今
後
も
各
地
区
の
総
代
さ
ん
を
中
心
に
、
地
区
の
中
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
横
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
校
区

の
皆
さ
ん
が
顔
を
見
な
が
ら
話
が
で
き
れ
ば
一
番
い
い
の
か
な

と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
事
は
継
続
し
て
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
し
、
地
区
の
中
で
親
睦
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
地
区
と
し
て
も
ま
と
ま
っ
て
い
か
な
い
と
思

い
ま
す
。
地
区
ご
と
の
つ
な
が
り
を
校
区
の
中
で
生
か
し
て
、
活

力
あ
る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
聞
き
手
：
柳
元
浩
幸
）
令
和
５
年
9
月
取
材

「
待
望
の
地
域
行
事
再
開
! !
」


